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 つい、二～三日前のことです。自分の伝えたいことがどうしても相手が理解してもらえ

ずとても、落ち込んでおりました。 

 押し花のレッスンで、セラミックスタッコというしっくいの材料を使い台紙をつくると

いう作業をしていた時のこと。手順はきちんと、資料を渡しよく読み合わせをし、デモで

やってみせたにもかかわらず、色ぬりの時点であれだけ薄い色からと云ったのにもかかわ

らず、ベッタリ、ベッタリ濃い色をぬりたくった時にはすでに遅し。しっくいの特長のデ

コボコの味のある色にできませんでした。 

 ガックリ!! これでは、ただ、紙に色をつけただけ。何にもならないヨーォ～と心の中で

叫び、恐怖におののきました。 

 それでもなんとか、一枚づつ、手直しをしなんとか形がつくようになりました。 

 友達に話したところ、色はその場にあまりたくさん出さない方がいい。最初から上手に

出来たら、先生はいらないのよと云ってくれました。二回分できるのだから、次回みんな

でチャレンジし、濃くなり過ぎ、しっくい台紙の特長が生かせなかったと一人一人の台紙

を見ながら再度すればいいんじゃない。そうだよね。この色もっと薄くすればこうなるよ

ねと、一人一人が分かるように手順の確認し合えばいいと思いました。 

 各自の個性を尊重しつつ、ていねいにゆっくり説明をくり返し、あわてず、講えること

にします。 

 私自身も、もう一度、作業手順の確認をし自信をもってやって行こうと思います。どう

か上手く説明できますように。 
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